
労働安全衛生法では石綿含有率 0.1%を超えるものを規制対象として輸入等を禁じています。この

01%超 という閾値は、輸入する物全体を分母とするものではなく、構成する部品のうち一つでも石
綿含有率が 0.1%以上だった場合に直ちに違法となります。
また、物品への混入が非意図的なものであったとしても違法となります (違反があつた場合には法

人の代表者及び行為者の両方に罰則が適用されます。)。

特に、過去に石綿が使用されていた製品の代替品として輸入されるものに石綿が含有している場合
がありますので、輸入に当たっては、パッキンやガスケット等に石綿が含まれていないことを、あら
かじめ書面や分析結果により確認するようお願いしています。

製造禁止前に使用されていた主な石綿含有製品

製品の種類 主な用途

建材 押出成形セメン ト板 建築物の非耐ノ」外壁及び問仕切 Li■

摩擦材 ブ レーキパ ッド等 自動車用 と産業用 (ク レーン、エ レベーター等)の ブレーキなど

接着斉」 高温下で使用される工業用断熱材同上の隙間を埋めるものなど

耐熱・電気絶縁体 配電1=な ど

シール材 ガスケッ ト 配管用フランジなどの制上部分の密閉に用いられるもの

パ ッキン バルブやポンプなどの軸封などの運動部分の密閉に用いるもの

その他の石綿製品 工業製謂1材料 (ジ ョイン トシー ト,石綿布など)、 実験用金網など
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製 ilを輸入する際、相手先に対して「日本では 01%以上の石綿含有製 1甲 |の輸入は 切禁じられており、輸人して
しまったことが非意図的だつたとして 1)、 また、物計|への混入が非意図的な1)のであったとしても日本では違法と
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なるJ旨 を常々伝達、説明しておくことが重要です。

喪面の中国語の日本の石綿禁上に係る説ワ1資料もご活用ください。

送出国では、石綿含有率 1%超を規制対象としていて、ol%～ 1%石綿が含まれること
については法令上の問題はなく「ノンアスベス ト品」としています

送出国では、石綿を主材料とはしていないものの数%か ら数十%含まれるものを「非石
綿」と表現しています _́__、 、

各国規市11大況が違うので、 L記の点に注意し、

輸出元に劇して輸入される製品が石綿を含有して ´

いない旨の証明苫や分析結果を提出してもらつて

ください。
‐ _______´ t´

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署



Total Ban on Asbestos in Japan

The production,import,
more than O.10/。 asbestos

transfeL provision or use of asbestos
by weightis tota‖ y prohibited in Japan.

or any materiai containing

A‖ types of asbestos shown below are tota‖ y
prohibled in」 apan(Any matenal cOntaining
more than 0 1%asbestos by weight,
regardless oftype,is i‖ egal)

Chrysoj e

Crocidolle

Amosite

Anthophy‖ ite

Actinolite

Tremolle

The fo‖ owing cases are subiecttO import bans in」 apan:

The import of any product containing asbestOs exceeding O.1%by weight is tota‖ y
prohibited in」 apan.When the percentage of asbestos by weight in the produOt
irnported into Japan exceeds O.1% even if a Japanese irnporter has irnported a
product containing asbestos to」 apan inadvertently orits inclusion in the productis
unintentional,the importer has vio:ated the import ban.

``Asbestos exceeding 0 1%by weightis i‖ egal"means that it is i‖ egal for even any
individual component of a product to contain more than O.1% asbestos even if the

overa‖ asbestos percentage by weight does not exceed O.1%to the total weight of
the product. For example, if some part of a bicycle or other products,such as a
brake, contains more than O.1% asbestos, importing such product into Japan
constitutes a violation oflaw.

The import of products containing rnore than O.1%asbestos into Japan,regardless of

types,use,weight or size,is i‖ egaiin Japan.※

※ The lmport of products containing asbestos fortests or research may except ona‖ y be approved,but importers

who trade ln such products must obtain llcenses ln advance

The 」apanese government requests that enterprises irnpOrting machinery or other
products into Japan confirm that the packing,gaskets,etc.of such products contain no
asbestos, based on supporting documents or analytical resuits before irnpOrting such
products

OMinistryOfHealth,Labour and Welfare,Japan



労働安全衛生法では石綿含有率 0.1%を超えるものを規制対象として輸入等を禁じています。この

01%超 という聞値は、輸入する物全体を分母とするものではなく、構成する部1早 lの うち一つでも石
綿含有率が 01%以上だった場合に直ちに違法となります。
また、物品への混入が非意図的なものであったとしても違法となります (違反があつた場合には法

人の代表者及び行為者の両方に罰則が適用されます。)。

特に、過去に石綿が使用されていた製品の代替品として輸入されるものに石綿が含有している場合
がありますので、輸入に当たっては、パッキンやガスケット等に石綿が含まれていないことを、あら
かじめ書面や分析結果により確認するようお願いしています。

製造禁止前に使用されていた主な石綿含有製品

製品の種類 主な用途

建材 押出成形セメン ト板 建築物の非耐力外壁及び間仕りJ壁

摩擦材 ブ レーキパ ッ ド等 自動車用 と産業用 (ク レーン、エ レベーター等)のブ レーキなど

接着斉1 高温 ドで使用される工業用断熱材同士の隙陪」を埋めるものなど

耐熱・電気絶縁体 配電盤など

シール材 ガスケッ ト 配管用フランジなどの制 l「部分の密開に用いられるもの

ハ ッキン バルブやポンプなどの軸封などの運動部分の密開に用いるもの

その他のイT綿製 1甲 l 工業製品羽料 (ジ ョイントシート,石綿布など)、 実験用金網など
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製 1冒 1を輸入する際、相手先に対して「日本では 01%以上の石綿含有製品の輸入は一切禁じられており、輸入して
しまったことが非意図的だつたとして tぅ、また、物 1早 |への混人が非意図的なものであったとしても日本では違法と
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なるJ旨 を常々伝達、説 月しておくことが重要です。

裏面の中国語の日本の石綿禁 |ヒに係る説明資料 1,ご活用ください

送出国では、石綿含有率 1%超を規制対象としていて、ol%～ 1%石綿が含まれること
については法令 上の問題はなく「ノンアスベス ト温IJと しています

送出三十では、石綿を主材料とはしていないものの数%か ら数 卜%含まれるt)の を「非石

各国規制状 7Lが進うので、上記の点に注意し、

輸出元に対して輸入される製品が石綿を含有して ´

いない旨の証ワJ書や分析結果を提出して t)ら つて

ください.

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署



美子在日本全面禁止使用石棉声品的規定

在日本格禁止制造、逃回、特i■、提供和使用石棉制品和石棉含有量超述 01%重量
的所有声品。

在日本,如下所示的所有癸型的石棉声
品将成力全面禁止的対象 (元沿声品的

紳美,如果石棉的含有量超述声品忠重
量的 01%,将達反此規定 )。
温石棉

青石棉

茶石棉

宣内石

録内石

透内石

在日本達反逃口規定的事例

●在日本,逃口石棉含有量超述声品恵重量 01%的所有声品将被禁止,対干日本
的逃回商在不径意向向日本避口了含有石棉的声品的情況,或者在不径意向向
声品中混入了石棉的情況,作力錆果,如果向日本逃口了石棉含有量在 0.1%以
上的声品,也将達反本規定。

●超述 01%的意思是:不収仮針対相対干声品全部重量的石棉的重量,対干杓成
声品的各癸部件,如果収有一全部件的石棉合量超道了01%,也1守達反本規定。
例如,在自行牟等声品的内部,在刹牟件等部件中,即使有―↑部件的石棉含
有量超述了01%,逃回到日本也将達反本規定。

●在日本,元透声品的紳美、用途、重量和大小,如果其石棉含有量超述了声品
忠重量的01%,将達反本規定。※

※ 力研究目的而述目的石棉声品需要得到例外陥汰,述口商需事先荻得杵可。

対千向日本国内逃口机械声品的逃口商,在他↑]逃回核美声品吋,清日本政府提前
根据ギ面報告和分析錆果報告碗汰密封填料和塾片等部件中不含有石棉。

0日本・厚生労働省


